
令和４年７月８日

港湾局産業港湾課

「みなとオアシス富山」を登録します
～物流・人流の歴史を体験できる水辺空間～

○「みなとオアシス」とは、「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加による地域振興の取

組が継続的に行われる施設を国土交通省港湾局長が登録するものです。

○「みなとオアシス富山」の登録により「みなとオアシス」は全国 155 箇所になります。

○７月１４日（木）に「岩瀬カナル会館」にて、「みなとオアシス富山」の登録証交付式が行われる予定で

す（取材を希望される場合、同時発表される北陸地方整備局のリリース内容をご参照願います）。

「みなとオアシス富山」のポイント!!

★代表施設「岩瀬カナル会館」は、江戸時代から明治時代にかけて北前船で栄えた歴史ある港町
きたまえぶね

「岩瀬地区」の観光拠点であり、周辺の構成施設「北前船廻船問屋森家」や「旧馬場家住宅」では、
かいせんど ん や も り け

北前船主（廻船問屋）の住宅を見学できます。

★「富岩運河環水公園」から「岩瀬運河」を結ぶ運河クルーズ「富岩水上ライン」では、運河の中間に
ふ が ん うんがかんすいこうえん ふ が んすいじょう

ある構成施設「中島閘門」において、高低差2.5mの水位調整を行う「水のエレベーター」を体験する
なかじまこうもん

ことができます。

★代表施設「岩瀬カナル会館」では 7月に「岩瀬みなと祭り」が開催され、江戸時代から伝わる富山

市指定無形民俗文化財の民謡「岩瀬まだら」が披露されます。また、10 月に構成施設「富岩運河環

水公園」等で開催される「運河まつり」では、運河クルーズの特別便が運航されるなど多くの人で賑

わいます。

※「みなとオアシス」の関連情報については、下記URL からもご覧いただけます。

・国土交通省港湾局HP ： https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk1_000001.html

・一般財団法人ウォーターフロント協会 HP ： https://www.waterfront.or.jp/oasisu/about.html

国土交通省港湾局は、令和４年７月１４日に「みなとオアシス富山」(富山県富山市)を、港の賑
わい拠点となる「みなとオアシス」として登録します。

代表施設である「岩瀬カナル会館」等において、住民参加による地域振興の取組が継続的に
い わ せ

行われ、地域住民の交流促進や地域の魅力向上が期待されます。

伏見の清酒

岩瀬みなと祭り

＜問い合わせ先＞ 港湾局 産業港湾課 担当：伊勢、渡部
Tel:03-5253-8111（内線 46-452、46-453）

03-5253-8673（直通） Fax:03-5253-1651

同時発表：北陸地方整備局、富山市

岩瀬カナル会館 富岩水上ラインと中島閘門



･新居浜港
･土生港・立石港
･枝越港
･宇和島港
･八幡浜港
･三崎港

○みなとオアシスとは
・地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資する「みなと」を
核としたまちづくりを促進するため、平成15年に制度を設立
・国土交通省港湾局長が住民参加による地域振興の取り組みが継続的に行わ
れる施設を登録するもの

○みなとオアシスの担う役割
・地域住民、観光客、クルーズ旅客等の交流及び休憩
・地域の観光及び交通に関する情報提供
・その他（災害時の支援、商業機能 など）

○みなとオアシスの構成施設
・旅客施設、展望施設、多目的ホール
・観光案内施設
・駐車場、トイレ、津波避難タワー
・産地直売施設、レストラン など

○みなとオアシスの設置者・運営者
・地方公共団体（港湾管理者含む）
・NPO団体、協議会 など

瀬戸田港･
福山港･

尾道糸崎港･
(尾道/三原)

忠海港･
竹原港･
鮴崎港･
小用港･
三高港･
広島港･
(宇品/坂)
蒲刈港･
厳島港･
由宇港･

安下庄港･
徳山下松港･
（徳山/下松）
三田尻中関港･

･木更津港
･川崎港
･横浜港
･横須賀港
･館山港
・興津港
・大磯港

登録数 １５５箇所
（令和４年７月１４日予定）

稚内港･
香深港･
沓形港･
鴛泊港･
紋別港･
網走港･
留萌港･
釧路港･

苫小牧港･
室蘭港･
函館港･
江差港･

･奈半利港
･手結港
･久礼港
･あしずり港
･宿毛湾港

岩船港･
新潟港･
(新潟/聖籠)
両津港･

･大阪港
・阪南港
･深日港･淡輪港
･和歌山下津港
･新宮港
・古座港
･日高港

地域振興イベントの開催状況

標章
（シンボルマーク）

構成施設のイメージ

みなとオアシス所在港湾の一覧

「みなとオアシス」の概要

魚津港･
伏木富山港･

（新湊/伏木/富山）
金沢港･
小木港･
飯田港･
輪島港･

宇出津港･
穴水港･
七尾港･
福井港･
敦賀港･
和田港･

･沼津港
・下田港
･田子の浦港
･清水港
･大井川港
･御前崎港
･浜名港
･三河港
･名古屋港
･津松阪港
･鳥羽港
･浜島港･賢島港

･本部港･水納港
･那覇港
･中城湾港

･徳島小松島港
･北浦港
･宇多津港 ･平良港

･石垣港

･大間港
･大湊港
･青森港
･休屋港
･八戸港
･久慈港
･宮古港
･船川港
･釜石港
･秋田港
･本荘港
・大船渡港
・気仙沼港
･酒田港
･加茂港
･鼠ヶ関港
･仙台塩釜港
（塩釜/仙台）比田勝港･

厳原港･
郷ノ浦港･
下関港･

北九州港･
大島港･
唐津港･
呼子港･
福江港･
長崎港･
口ノ津港･
別府港･
大分港･

津久見港･
富岡港･
牛深港･
八代港･
古江港･
川内港

里港・長浜港
細島港･
油津港･

鹿児島港･

鳥取港･
西郷港･
別府港･
来居港･
境 港･
東備港･
牛窓港･
宇野港･
笠岡港･
浜田港･

・

宮津港･
久美浜港･
伏見港･
神戸港･

（須磨/神戸）
姫路港･
相生港･
福良港･

･小名浜港
･茨城港(大洗)
･佐野インランドポート
･千葉港
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【主なイベント】【代表施設】

国土地理院地図（電子国土Web) (https://maps.gsi.go.jp)をもとに国土交通省作成

【概要】 みなとオアシス富山

【基本情報】

設置者 富山市

運営者 富山市

所在港湾 伏木富山港（富山地区） 【国際拠点港湾】

港湾管理者 富山県

登録日 令和4年7月14日（予定）

運河まつり 富岩運河環水公園ライトアップ岩瀬みなと祭り岩瀬カナル会館

岩瀬カナル会館

中島閘門

富岩運河環水公園

住友運河

富山港展望台

富岩運河

岩瀬運河

：みなとオアシス代表施設
：みなとオアシス構成施設

富山県富山市

北前船廻船問屋森家

旧馬場家住宅
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みなとオアシス富山の周辺情報
みなとオアシス富山は、 江戸から明治にかけて北前船で栄えた港町

「岩瀬地区」をはじめ、旧船だまりを整備してできた都心の水辺空間
「富岩運河環水公園」まで、観光名所が広がっている。
岩瀬と環水公園をつなぐクルーズ船「富岩水上ライン」で巡る市内

観光も人気があり、富岩運河中流部の「中島閘門」で体験できる水の
エレベーターはクルーズの魅力を高めている。

⑥岩瀬諏訪神社 岩瀬曳山車祭

国指定重要文化財。北前船主・廻船問屋の邸宅であ
り、1878年に建築された。全国各地の材料を使った贅
沢な造りであり、商談に使われたオイの間、玄関から
船着き場まで通じるトオリニワ（土間通路）、土蔵の
こて絵など見所が多数ある。ガイドによる説明が受け
られる。

国登録有形文化財。北陸の「五大北前船主」であっ
た北前船主・廻船問屋「馬場家」の住宅である。東岩
瀬では最大規模を誇る町家であり、加賀前田家の参勤
交代に使われた旧北国街道沿いにあり、西門は昭和初
期まで神通川に面していた。長さ３０ｍのトオリニワ
（土間通路） 、３３畳あるオイ（広間）などが見所で
ある。

③旧馬場家住宅【構成施設】

②北前船廻船問屋森家【構成施設】

④富山港展望台【構成施設】

富山港のシンボル的施設。北前船の時代に燈台の
役目を果たした「常夜灯」をイメージして建設され、
高さ約20ｍの展望室から岩瀬の街並みや富山湾が一
望できる。

①岩瀬カナル会館【代表施設】

岩瀬曳山車祭は、岩瀬諏訪神社の春季例大祭として、
毎年５月１７、１８日に開かれている。昼間は曳山車の
曳き回しが、夜は曳山車同士を激しくぶつけ合う曳き合
いが行われる。曳き合いの激しさから「けんか山車」の
異名でも親しまれる。

江戸から明治にかけて北前船で栄えた歴史ある
港町「岩瀬地区」の観光拠点。物産館や飲食店の
ほか、各種会合やセミナーに適したホールや会議
室がある。
施設は岩瀬運河に面し、クルーズ船「富岩水上

ライン」の発着場があるほか、岩瀬の散策に便利
なレンタサイクルも行っている。

⑤岩瀬運河【構成施設】

昭和１５年開削。現在は、海洋スポーツ・レクリエー
ション基地として整備されている。プレジャーボートの
係留施設、岩瀬カナル会館などがある。

①

②
③

④

⑤

岩瀬浜駅
神
通
川

富
山
港

富山湾

⑥
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みなとオアシス富山の周辺情報

富岩運河環水公園と岩瀬を結ぶクルーズ船。環水公園～岩
瀬、環水公園～中島閘門、環水公園周遊便の３コースがある。
岩瀬便には路面電車の片道乗車券が付き、船と電車で市内観
光できる。また中島閘門における水のエレベーターの体験が
魅力。
船にはスタイリッシュなデザインのソーラー船や小型の電

気ボートを使用。期間限定でナイトクルージングも運航する。

⑫富山県美術館

富岩運河環水公園内にあり、美術館からは環水公園や立
山連峰を一望できる。
「アートとデザインをつなぐ」をコンセプトに企画展を

はじめ、２０世紀美術の巨匠らの作品、ポスター、椅子な
どのコレクションを展示する。
屋上にはオノマトペ（擬音語、擬態

語）からデザインされた五感で楽しめ
る遊具があり、親子連れに人気がある。

⑪富岩水上ライン

天門橋

富山県美術館

野外劇場

泉と滝
の広場

富山駅北にある富岩運河の旧船だまりを都市の水辺空間として整備した市民の
憩いの場である。
水辺を囲むように芝生が広がり、遊歩道が整備されている。滝が流れる「泉と

滝の広場」や野外劇場、野鳥の観察舎などがあり、公園のシンボル「天門橋」の
展望塔からは園内や立山連峰を一望できる。
富岩水上ラインが乗船場から運航するほか、夜は公園全体が幻想的にライト

アップされて美しい。一年を通して多彩なイベントも開かれ、人気を集めている。

⑦富岩運河環水公園【構成施設】

国指定重要文化財。昭和初期の都市計画で富岩運河の開
削に合わせて運河中流部に設置された、上流と下流の水位
差約2.5ｍを扉の開閉によって調整するパナマ運河式の閘
門である。
現在は富岩水上ラインが通航し、閘門は水のエレベー

ターと呼ばれて注目されている。閘門とともに国の重要文
化財に指定された操作室も一般公開している。

⑨中島閘門【構成施設】

乗船場

⑩住友運河【構成施設】

昭和１５年開削。戦後、周辺は工業地帯として発展し、
運河は貯木場として利用された。現在は周辺に住宅が建
ち並び、遊歩道が整備されている。

⑧富岩運河【構成施設】

富山港と富山駅北を結ぶ全長5.1kmの水運路。昭和初期の都市計画により
昭和１０年に完成し、運河沿岸には一大工業地帯が形成された。高度経済成
長期に物流の変化などにより衰退したが、昭和６０年以降に環水公園の整備
や遊歩道の環境整備、閘門の復元工事が行われ、都市の親水空間として再生
した。

⑦

⑨

⑩

⑪

⑧

⑫
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みなとオアシス富山への交通アクセス

【代表施設：岩瀬カナル会館への交通アクセス】
■自動車
・富山駅 → （約20分） → 岩瀬カナル会館
・富山IC → （約35分） → 岩瀬カナル会館
・富山空港 → (約40分) → 岩瀬カナル会館

■電車（路面電車）
・富山駅 → （約25分） → 岩瀬浜駅
岩瀬浜駅から徒歩約3分

富山空港

富山IC

富山駅

岩瀬浜駅

岩瀬浜駅岩瀬カナル会館

みなとオアシス富山

（代表施設：岩瀬カナル会館）

富山地方鉄道
富山港線
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